
 賞味期限が3ヶ月を超える食品については年月表示も可能。
 消費者に分かりやすい期限表示となるよう各社で工夫し、日付順に納入される流通段階での
ロス発生を防ぐよう商慣習検討ワーキングチームで推奨。(平成24年度～)

 年月表示にしたとき、「日」が「切り捨て」となることから、納品期限が厳しいままでは取
組困難。

【事例１:日本醤油協会】
過度に厳しい日付管理が深夜・早朝操業や返品等の原因と

なっていたことから、 「醤油の日付表示に関するガイドライン」を作成
する際、賞味期限が３か月超のものは、原則として年月表示。

【事例２:全国清涼飲料連合会】
平成30年9月に「食品ロス発生抑止・削減に向けた賞味期限の

年月表示に関する清涼飲料水自主ガイドライン」を公表し、業界全
体としての年月等表示化を推進

【事例３:全日本菓子協会】
賞味期限の延⾧と年月表示化について、毎年各社の進捗状況を
調査しつつ実施を呼びかけ。

【事例４:味の素株式会社】
賞味期間1年以上の家庭用製品のうち、賞味期限の表示を「年
月日」から「年月」へ変更する対象品目を平成29年8月より拡大し、
併せて賞味期限を延⾧。
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【賞味期限表示の年月表示化の実施状況】

賞味期限の年月表示化

カテゴリー 商品数 大括り化済 今後の予定

清涼飲料 4,103 1,166 76
菓子 9,307 2,650 42
レトルト食品 2,490 567 59
調味料 3,196 469 29
合計 19,096 4,852 206
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年月日表示 A拠点 (在庫過剰） B拠点（在庫不足）
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納入済み商品より賞味期限が前の商
品の納入が拒否されるため転送不可
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同一期限のため転送可能
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＜参考＞賞味期限の年月表示化の期待効果

小売店舗への納入済み商品より賞味期限が前の商品の納入が拒否されるため、物流拠点間の商品の転送
ができなかった在庫が、転送可能となることで食品廃棄を削減。


